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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成27年9月24日(2015.9.24)

【公開番号】特開2015-34673(P2015-34673A)
【公開日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-011
【出願番号】特願2013-166060(P2013-166060)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   6/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  21/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３０４Ｌ
   Ｆ２５Ｂ    6/04     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｄ   11/00     １０１Ｂ
   Ｆ２５Ｄ   21/04     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月11日(2015.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図５は、図４の設定テーブル１０Ａの一例を示す図である。図４及び図５に示すように
、設定テーブル１０Ａは、外気温度ＴＡ（絞りモード１～３）毎に異なる流動抵抗Ｒｆ０
～Ｒｆ３が関連付けて記憶されたものである。また、運転条件設定手段１０Ｂは、外気温
度センサ９ａにより検出された外気温度ＴＡに基づいて設定テーブル１０Ａからいずれか
の絞りモード１～３を選択するものである。なお、図５においては、３段階の絞りモード
１～３が記憶されており、この絞りモード１～３として外気温度ＴＡ毎に流動抵抗Ｒｆ０
～Ｒｆ３が関連づけて記憶されている場合について例示している。具体的には、外気温度
ＴＡが第１温度しきい値ＴＡｒｅｆ１以上である場合（絞りモード１）、外気温度ＴＡが
第１温度しきい値ＴＡｒｅｆ１より小さく第２温度しきい値ＴＡｒｅｆ２よりも大きい場
合（絞りモード２）、外気温度ＴＡが第２温度しきい値ＴＡｒｅｆ２以下である場合（絞
りモード３）に分類されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】

【数１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】


	header
	written-amendment

